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学級でコマ回し大会をします。この大会では，次の図のようなひも 
を引いて回すコマを使って一人１回コマを回し，最も長い時間コマを 
回した人を優勝とします。

大地さんと葉月さんは，コマＡとコマＢのうち，どちらのコマを使う
かを検討することにしました。
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次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）二人は，どちらのコマがより長い時間回りそうかを調べるために，
２つのコマを２０回ずつ回し，それぞれのコマが回った時間のデータ
を集めました。そして，それぞれのデータについてヒストグラムを 
つくり，それらを比較して考えることにしました。

図１　コマＡが回った時間
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図２　コマＢが回った時間
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図１，図２のヒストグラムの特徴をもとに，より長い時間回りそ 
うなコマを選ぶとすると，あなたならどちらのコマを選びますか。 
下のア，イの中からどちらか一方のコマを選びなさい。また，その 
コマを選んだ理由を，２つのヒストグラムの特徴を比較して説明し 
なさい。どちらのコマを選んで説明してもかまいません。
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（２）大地さんはコマＡを，葉月さんはコマＢを選びました。コマを回
す練習をしていた葉月さんは，コマを回す高さによって回る時間に
違いがあるのではないかと考えました。そこで，次の図のように， 
１cm の高さを低位置，１０cm の高さを中位置，２０cm の高さを高
位置として，それぞれの位置から２０回ずつコマＢを回し，コマＢが
回った時間のデータを位置ごとに集めました。そして，それぞれの
データの散らばりの程度を比較するために箱ひげ図をつくりました。
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図３　コマＢが回った時間
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葉月さんは，前ページの図３の箱ひげ図を比較して考えています。
最大値と中央値は，低位置よりも中位置，高位置の方が大きいこと
から，葉月さんは低位置よりも中位置，高位置の方がより長い時間
回ると判断しました。
次に，中位置と高位置の箱ひげ図を比較すると，箱が示す区間は

高位置よりも中位置の方が短いことがわかりました。
このとき，箱が示す区間にふくまれているデータの個数と散らば

りの程度について正しく述べたものを，下のアからエまでの中から
１つ選びなさい。

ア　データの個数は中央値を中心とする全体の約半数であり， 
データの散らばりの程度は，高位置よりも中位置の方が小さい。

イ　データの個数は中央値を中心とする全体の約半数であり， 
データの散らばりの程度は，高位置よりも中位置の方が大きい。

ウ　データの個数は高位置よりも中位置の方が少なく，データの
散らばりの程度は，高位置よりも中位置の方が小さい。

エ　データの個数は高位置よりも中位置の方が少なく，データの
散らばりの程度は，高位置よりも中位置の方が大きい。


